様式１

試験施工に係る公的施設提供事前協議書

富山県土木部建設技術企画課長　殿

住　　　　所　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社○○○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　社長　　○○

	
	内　　　　容
	備　　考

	１協議年月日
	平成　　年　　月　　日
	

	２試験施工の希望提供施設名称と住所
	
	図面添付

	３新製品名
	
	仮称でもよい

	４機能・効果
	
	詳細資料添付

	５試験施工の目的と新製品の内容（試験データー等）
	
	詳細資料添付

	６現地施工方法・

施工体制
	別紙
	図面添付

	７希望する現地施工期間
	平成　　年　　月　　日から

平成　　年　　月　　日まで
	○○日間としてもよい

	８調査観測方法・体制
	別紙
	必要に応じ図面添付

	９希望する試験観測期間
	平成　　年　　月　　日から

平成　　年　　月　　日まで
	○○日間としてもよい

	１０希望する公的施設復旧

の方法
	
	資料や図面添付

	１１希望する公的施設の

現地復旧期間
	平成　　年　　月　　日から

平成　　年　　月　　日まで
	○○日間としてもよい

	１２会社住所と電話番号
	住所

電話番号
	

	１３担当者職・氏名

（携帯電話番号）　
	
	


※３部提出するものとする。

新製品開発のための試験施工に係る公的施設提供事前協議書および申請書の

記入要領

１　２の試験施工の提供施設名称と住所について

　　　提供施設名称の例

　　　　・主要地方道富山魚津線　○○横断歩道橋　・一級河川いたち川　○○地区落差工・角川水系大谷川砂防第３堰堤など。

　　位置図および５００分の１程度の平面図を添付する。

　　平面図では、新製品を使用した試験施工の範囲を公的施設提供の範囲として赤で着色する。（交通誘導や施工機械ヤードとして必要な範囲は、公的施設提供の範囲としないが重車両等を使用する場合は、施工機械ヤードも提供範囲に含めるものとする）　　　　

２　４の機能・効果について

内容の欄には、文章で簡潔にまとめる。

　　詳細として別に資料を添付すること。

３　５の試験施工の目的と新製品の内容

　　試験施工検証する内容

　強度・耐久性等の品質データーや試験結果などの情報

　有害物質に関するデーター

　

４　６の現地施工方法・施工体制および不可視部の確認方法と時期について

　　施工方法や施工体制等について資料を添付することとする。

　　・施工方法

・新製品や周辺の養生の方法や養生期間

・安全員・安全施設の配置

· 施工を他社に依頼する場合には、その会社名・住所・電話番号・担当者名

· 施工により提供機関や一般公衆が利用の制限を受ける範囲や期間

· 工程表

· 不可視部の施工に関して、正当な施工であったことを後に説明できるよう、提供機関の臨場確認の時期や頻度または、写真撮影の頻度などについての記述

５　８の調査観測方法・体制について

調査観測方法や体制について資料を添付することとする。

・調査観測方法

・調査観測中の安全員・安全施設の配置

・調査観測を他社に依頼する場合には、その会社名・住所・電話番号・担当者名

・調査観測により提供機関や一般公衆が利用の制限を受ける範囲や期間

　　・工程表（６の現地施工のものと併せて記入してよい）

６　１０の公的施設復旧の方法について

　　調査観測後の公的施設の復旧の方法は、次のいずれかを記入し、復旧図面を添付する。

新製品を一部残す

新製品を全て残す

すべて原状に復旧する。

　　なお、必要に応じ６と同様の内容を記述した資料の添付をすることとする。

７　１１の公的施設現地復旧期間について

現地復旧期間最終日までには、復旧工事をすべて行い、復旧完了の状況報告書（様式７）を提出しなくてはならない。













